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発 行 日

使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。
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令和3年度版

　    本社　靜岡県駿東郡小山町用沢１９６－５

　　　　　   　　　　　　　　ＴＥＬ 0550-78-0548
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1.会社概要
　

社 名 株 式 会 社　和
わ

 太
だ

 組
くみ

本 社 事 務 所 〒410-1326　静岡県駿東郡小山町用沢１９６番地の５
　　TEL　 0550-78-0548
　　FAX　0550-78-0884

認証登録範囲 全組織､全活動、全従業員(13名)を対象とし全社取組をしています

設 立 昭和46年12月

資 本 金 2100万円

代 表 取 締 役 和
わ

　太
だ

　　宝
たから

事 業 規 模 活動規模 単位 R1年度 R2年度 R3年度
売上高 百万円 620 507 446

従業員数 人 14 13 13
延べ床面積 ㎡ 1,462 1,462 1,462

※R 1年度：R 1/10～R  2/9、R  2年度：R  2/10～R  3/9使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。
   R 3年度：R 3/10～R  4/9

建 設 業 許 可 【特定建設業】
許可番号 静岡県知事許可（特－04）第1659号
有効期間 令和4年4月26日～令和9年4月25日
建設業の種類 土木、建築、大工、左官、屋根、

タイル・れんが・ブロック
鋼構造物、舗装、塗装、防水、内装仕上

【一般建設業】
許可番号 静岡県知事許可（般－04）第1659号
有効期間 令和4年4月26日～令和9年4月25日
建設業の種類 とび・土工、石、管、水道施設

事 業 活 動 土木一式工事（道路改良、舗装、河川、治山・治水、水道工事）

資格取得者数 一級土木施工管理技士　　　　　４　名 二級土木施工管理技士　　　　　５　名
一級建築施工管理技士　　　　　１　名

環境管理責任者・担当者名及び連絡先
環境管理責任者 和太　宝

担当者 和太　美代子

連絡先 TEL：0550-78-0548    FAX：0550-78-0884

E-mail/ wadagumi@muf.biglobe.ne.jp

事業所所在地の位置付け
（１）都市計画法での用途地域指定　第１種中高層住居専用地域
（２）静岡県生活環境の保全等に関する条例 等での環境関連規制の地域指定
　　・騒音規制 第2種区域
　　・振動規制 第1種区域の2
　　・悪臭規制
　　・地下水採水規制
　　・水質規制 小山町下水道（鮎沢川水域）
　　・大気規制
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2.実施体制

※対象範囲：全組織・全活動

使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

代表者
代表取締役　和太　宝

環境方針の策定
環境管理責任者の任命

資源（人材・資金・技術）の用意
代表者による全体の評価と見直し

経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者
和太　宝

環境経営システムの構築・実施
環境目標・環境活動計画の策定
緊急事態の試行及び訓練の実施

田島　龍司
環境活動計画の実施

システムの実績を代表者に報告

事務局（EA21担当者）
和太　美代子

データの収集、文書の作成・管理
システム運用上の事務管理
環境管理責任者の補佐業務

実施状況の確認、記録 環境活動計画の実施
データの収集 実施状況の確認、記録

（株）和太組エコアクション２１実施体制

環境活動レポートの作成

経理部（事務所） 土木部（現場・作業所）
齊藤　教代
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3.環境経営方針

使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

① 事務所での電力使用量削減による、二酸化炭素排出量の削減に取組みます。

② 車両・重機等の燃料使用量削減による、二酸化炭素排出量の削減に取組みます。
　 　
③ 廃棄物排出量の削減とリサイクル活動の推進を行います。

④ 節水活動により水使用量の削減に取組みます。

⑤ グリーン購入の推進を行います。

⑥ 環境に配慮すると共に地域に迷惑をかけない安心安全な工事を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改訂日

                        　                   　 代表取締役　 和 太　 宝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 株 式 会 社　 和 太 組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成 ２３年 　６月 　１日

　１．当社は、基本理念を実現すべく環境経営システムを構築し、

　４．基本理念・行動指針を全社員が理解し、全員参画による継続的改善に

　２．環境関連の法規制を遵守し、環境保護に努めます。

　　努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成 ３１年 　２月 　１日

　　ます。

　　　　行動指針

　　下記の方針に基づき建設業における環境保全活動に取り組んでいきます。
 　 　

　３．環境に与える影響を削減するため、次の事項に対して優先的に取組み

環　境　経　営　方　針

　　　　基本理念

　株式会社和太組は、社会インフラとしての土木工作物、生活を豊かにする

　これからさらに、環境保全への取組を積極的に行い、継続的な環境負荷削減に
　全社員一丸となり努めます。

　構築物の提供を通じ社会に貢献することを目指しております。
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4.環境経営目標

・中期目標（3年間）

基準年度

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

実績 削減１% 削減２% 削減３%

（令和2年10月 （令和3年10月 （令和4年10月 （令和5年10月

～令和3年9月） ～令和4年9月） ～令和5年9月） ～令和6年9月）

165,426 kg-CO₂ 163,771 162,117 160,463

二酸化炭素 購入電力 2,971 kWh 2,941 2,911 2,881

灯油 320 ℓ 316 313 310

排出量削減 ガソリン 6,724 ℓ 6,656 6,589 6,522

軽油 56,284 ℓ 55,721 55,158 54,595

重機燃費 6.9 ℓ/h 6.8 6.7 6.6

廃棄物

排出量削減

建設副産物（アスコン殻・コンクリート殻・木くず）の

リサイクル率は、100%現状維持活動のみとする。

水使用量削減 使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

関しては現状維持活動とする。

※　令和2年度(2020)東京電力調整後排出係数　｢0.441kg-CO₂/kWh｣使用

環境経営目標 取組項目 単位

事務所

期間目標

一般廃棄物

産業廃棄物

目標値を設定せずに、数量の把握・現状維持活動とする。

再資源化率95%以上確保の現状維持活動のみとする。

二酸化炭素排出量（全体）

建設機械
グリーン購入促進

安心・安全工事

事務所内グリーン購入は、100%の現状維持活動とする。

排ガス・低騒音規制製品への順次更新を検討とする。

環境に配慮した工事の施工・地域に迷惑をかけない工事施工に
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R R

3 4

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

①空調温度の適正化

　温度設定（冷房28℃・暖房22℃）

②事務所照明の使用制限

（午後９時までとする）

③事務所不在時の消灯の徹底 ○

①エコ車両への変更 ○

②エコドライブの推進 ○

③日常・定期点検の実施 ○

④制限速度の遵守 ○

⑤重機の燃費管理 ○

①裏面再使用の徹底 ○

使用量が少ない為、現状維持活動
のみとする。

○

③集約化購買 ○

④封筒の再利用 ○

①分別の徹底 ○

②仮設資材、用具の再利用 ○

①節水表示 ○

②蛇口使用後の確認 ○

事務用品
他

事務所 ①環境ラベル対応品の購入 ○

建設機械 担当 ①排ガス・低騒音規制製品の購入 ○

①工事中の安心・安全の確保 ○

②環境配慮型建設機械、車両の推進 ○

③創意工夫の提案と実行 ○

※取組状況記載説明

○ 取り組んでいる
△ さらなる取り組みが必要
× 取り組んでいない

グリー
ン購入

環境配
慮工事

特定工事
他

担当

廃棄物
の削減

一般廃棄
物

事務所

産業廃棄
物

担当

節水 上水 事務所

ＣＯ２

の削減

購入電力 事務所

○

○

ガソリ
ン・軽油

担当

5.環境経営計画

目標 区分 担当 活動項目 評価
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6.環境経営計画の取組結果と評価

基準年度 期間目標 期間実績

令和2年度 令和3年度 令和3年度

　実績 削減１% 　実績

（令和2年10月

～令和3年9月）

165,426 kg-CO₂ 163,771 173,276 ×

二酸化炭素 購入電力 2,971 kWh 2,941 3,478 ×

灯油 320 ℓ 316 400 ×

排出量削減 ガソリン 6,724 ℓ 6,656 5,972 ○

軽油 56,284 ℓ 55,721 60,810 ×

重機燃費 6.9 ℓ/h 6.8 7.9 ×

廃棄物 ○

排出量削減 再資源化率99.6%の現状維持活動ができた。

水使用量削減 80.5㎥の現状維持活動ができた。 ○

○

×

※　令和2年度(2020)東京電力調整後排出係数　｢0.441kg-CO₂/kWh｣使用

環境経営目標の未達成項目と是正処置

全体のコメント

目標未達成項目

グリーン購入促進

安心・安全工事

排ガス・低騒音規制製品への更新が出来なかった。

購入電力の増加は、エアコン使用量の増加が推測されるので、事務所内の設定温度、使用頻
度の見直しを図りたい。省エネ機種に変更を検討する。

環境経営目標 取組項目

会社全体で取組を行うための更なる意識向上を図る必要があると感じられる。現場の早期完
成と効率の良い施工を両立するのは難しい事だが、引き続き啓発活動を行いたい。

環境配慮型重機の使用、発注者、近隣住民との綿密な
打ち合わせを行い、創意工夫の提案を行うとともに、
施工中の安全安心の確保を行った。

再分別を行い、数量の把握・現状維持活動ができた。

建設副産物（アスコン殻・コンクリート殻・木くず）
のリサイクル率は、100%現状維持活動ができた。

使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

産業廃棄物 ○

事務所

建設機械

二酸化炭素排出量

建設機械更新
今年度、前年度よりの繁忙期が続き、環境配慮型への更新が出来なかった。今年度は、重機
燃費も悪化傾向が見られ、早期に更新を図りたい。

軽油使用量

目標未達成状況の是正・予防処置

使用量の増加要因は前年度の継続工事に加え、度重なる被災、その復旧と重機の使用頻度が
高くなり使用量の増加に繋がった。また、現場内においては長期間、常時排水の機械を複数
台使用していたためと推測される。早期完成を目指した工事も今年度末、漸く完成する事が
出来た。

○

単位

二酸化炭素排出量（全体）

一般廃棄物

目標値 実績値

達成状況
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使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

※「重機燃費管理」に該当する項目結果

各掘削機の稼働時間当たりの燃料使用量。

① 14 ℓ/h
② 6.3 ℓ/h
③ 重機Ｃ（ＳＨ１２０－６）= 5.3 ℓ/h
④ 重機Ｄ（ＳＨ１３５－６）= 6.8 ℓ/h
⑤ 7.2 ℓ/h

５台 の平均燃費=(①～⑤の合計)／５= 7.9 ℓ/h

重機Ａ（ＳＨ２００－５）=
重機Ｂ（ＳＨ１２５－６）=

重機Ｅ（ＳＨ２００－７）=

令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度

目標値 81,993 116,211 163,771

実測値 117,385 165,426 173,276

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

Kg-CO₂

二酸化炭素排出量（全体）

重機Ａ 重機Ｂ 重機Ｃ 重機Ｄ 重機Ｅ

令和 １年度 10.4 6.3 6.4 6.3 8.8

令和 ２年度 10.9 5.3 5.4 6.2 6.5

令和 ３年度 14 6.3 5.3 6.8 7.2

0
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6

8

10

12

14

16

ℓ/時間

重機燃費管理

令和 １年度

令和 ２年度

令和 ３年度
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7.環境経営計画の取組状況

ＣＯ₂の削減
低排出ガス車両及び機械の導入

使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

省エネ型エアコンの導入

廃棄物の削減
分別の徹底
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地域貢献
建設業協会での活動
カーブミラー清掃

地域に迷惑を掛けない安心安全な工事の推進
緊急事態想定訓練
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環 境 経 営 計 画 取 組  結 果 と 評 価 次 年 度 の 取 組 内 容

　
　二酸化炭素排出削減 ・事務所内における購入電力数値は
（電気） 　前年比1７％増となった。 ・継続して取り組む。
　①空調温度の適正化 　日中、事務所不在時でのエアコンの
　　室温（冷房28℃・暖房20℃） 　電源オフが徹底されていなかった。
　②事務所照明の使用制限
　　（制限は午後９時まで）
   ③事務所不在時の消灯の徹底

　二酸化炭素排出削減 ・ガソリン使用量の減少の要因は、近隣の
　（軽油・ガソリン） 　工事現場が多かった事が推測される。
　①エコ車両への変更 　毎朝礼時に、当日の作業手順や移動順序、 ・継続して取り組む。
　②エコドライブの推進 　エコドライブの推進の啓発を行った。　
　③日常・定期点検の実施 ・軽油使用量増加、燃費悪化の要因は、使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。
　④制限速度の遵守 　重機や軽油使用機械の使用頻度が高かった
   ⑤重機の燃費管理 　現場が今期末に漸く完成する事が出来た。

　一般廃棄物の削減 ・裏面再使用の徹底は、出来ている。 ・継続して取り組む。
　①裏面再使用の徹底 ・一般廃棄物排出量が増加したものの
　②分別の徹底とリサイクル 　分別の徹底により、焼却処理量が減少し
　③集約化購買 　再資源化量の増加に至ったと思われる。　
　④封筒の再利用

　産業廃棄物の削減 ・工事量増加に伴い、多忙となったが ・継続して取り組む。
　①分別の徹底 　工事中止日等に再分別作業を行った。 ・廃棄物の分別手順の
　②仮設資材、用具の再利用 ・建設副産物の100%リサイクル率は 　徹底を啓発する。

　現状維持する事ができた。
　

　水道水使用量低減 ・節水取組の効果が表れ、使用量の減少に ・継続して取り組む。
　①節水表示 　繋がりました。
　②蛇口使用後の確認 ・雪氷業務での、機械洗浄の回数が少な

　かった為、水道使用量の減少に繋がった
　と思われる。

　グリーン購入 ・文房具は、集約化購買購入を実施して ・継続して取り組む。
　①環境ラベル対応品の購入 　いるので、カタログ内の「グリーン購
　②排ガス・低騒音規制製品の購入 　入適合商品」を選んでいる。

・環境配慮型建設機械への更新が出来ません
　でした。引き続き更新の検討を行う。

　環境に配慮した施工 ・発注者及び地主、地域関係者とも ・継続して取り組む。
　①工事中の安心・安全の確保 　コミニュケーションを常に持ち工事を
　②環境配慮型建設機械、車両の推進 　施工している。
　③創意工夫の提案と実行 ・創意工夫の提案を行った。

　

8.環境経営計画の取組結果と評価、次年度の取組内容
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    　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

排水設備工事責任技術者 ○　　 R4・12・10

○　　 R4・12・10
適正な廃棄処分の実施

３ヶ月毎の点検実施

指定業者に処分依頼

水道法 指定給水装置工事事業者 給水装置工事主任技術者 ○　　 R4・12・10

　

法規・条例・規制 適用内容または規制基準値 備考 遵守状況

　　9.環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、公訴の有無

令和4年12月10日

環境管理責任者

○　　 R4・12・10

マニフェストの交付義務・記載義務及び虚偽
記載の禁止

電子マニフェストにて登録 ○　　 R4・12・10

マニフェストの管理 電子マニフェストにて管理 ○　　 R4・12・10

マニフェストの保管 ５年間(電子媒体) ○　　 R4・12・10

保管場所への掲示 ６０㎝*６０㎝　以上掲示 ○　　 R4・12・10

マニフェストの年間集計と知事への報告 電子マニフェストにて報告 ○　　 R4・12・10

投棄禁止 不法投棄を行わない ○　　 R4・12・10

建設リサイクル法 建設副産物のリサイクル 工事計画書・実績報告 ○　　 R4・12・10

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

廃棄物収集・運搬及び処分業者との委託契約 契約書の締結

廃棄物の悪臭・飛散防止 車両荷台をシート等で覆う ○　　 R4・12・10

小山町廃棄物の処理及
び清掃に関する条例

一般廃棄物の分別排出 ○　　 R4・12・10

騒音・振動規制法
（土木工事）

指定地域での特定建設業の届出
小山町への提出及び作業日・
規制時間の厳守

－

家電リサイクル法 指定家電の適正処分 指定業者に処分依頼 ○　　 R4・12・10

ＰＣリサイクル法 ＯＡ機器の適正処分 指定業者に処分依頼 ○　　 R4・12・10

自動車リサイクル法 引取業者への引渡し リサイクル料金の支払い －

環境基本法 一般的な自主努力、行政への協力 ＥＡ２１の取組 ○　　 R4・12・10

年４回の実施

地球温暖化対策推進法 温室効果ガス抑制措置 ＥＡ２１の取組 ○　　 R4・12・10

循環型社会形成
推進基本法

３Ｒへの努力
廃棄物等の内、有用な物の循
環的な利用を促進

○　　 R4・12・10

○　　 R4・12・10

グリーン購入法 環境物品の購入及び工事材料提案
事業者の一般的責務／
工事計画書

○　　 R4・12・10

浄化槽法

浄化槽使用開始届け 現事業所移転時

○　　 R4・12・10保守点検の実施

道路法
道路交通法

道路の保全、法定速度の遵守 事業者の一般的責務

○　　 R4・12・10
工事時の道路使用許可の届出 所轄警察署へ届出書提出

工事基準の遵守・各種申請手続きの適正処理 事業者の一般的責務

フロン排出抑制法

　　　関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

建設機械エアコンの定期点検の実施

下水道法 排水設備指定工事店登録

２）．違反、訴訟等の有無

公共用水域等の水質の保全 水質：BOD２０㎎/L以下

建設業法 建設業許可と更新及び技術士登録
登録と５年ごとの更新
及び資格者登録
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10.代表者による全体評価と見直しの結果

代表者氏名　和太　宝

作成年月日　令和4年12月10日

1 項  目 確認 （必要に応じて評価・コメント記載）

・ 1 エコアクション21文書

3 環境経営計画及び取組実施状況

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況

5 外部コミュニケーション・対応記録

6 問題点の是正・予防措置の実施状況

8 その他

2
・

1 環境経営方針 有 ・ 無

2 環境経営目標・計画 有 ・ 無 基準年度を2021年度に見直す。

3 環境経営計画・取組項目 有 ・ 無

4 環境に関する組織 有 ・ 無

5 その他のシステム要素 有 ・ 無

6 その他（外部への対応） 有 ・ 無

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
見
直
し
指
示

 

見
直
し
関
連
情
報

取引先、業界、関係行政機関、その
他の外部機関

使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

全体評価・コメント  （環境経営システ
ムの有効性、環境への取組の適切性

等）

会社全体として今年度に限り、前年度より継続
施工中である工事の早期完成を最優先目標と
し、漸く完成する事が出来た。次年度も二酸化
炭素排出量削減、環境保全への取組の継続と徹
底を心がけて行きたい。

「有」の場合の指示事項見直し項目

環境経営目標及び目標達成状況

7

全体の二酸化炭素排出量について、目
標達成できなかった。工事量は前年度
とほぼ同じではあったが、使用する重
機、その他の機械により使用量も増加
してしまうのは致し方ないが、二酸化
炭素削減の意識の啓発に引き続き取組
を進めたい。

2
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11.次年度以降の目標値

・中期目標（3年間）

基準年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 削減１% 削減２% 削減３%

（2021.10 （2022.10 （2023.10 （2024.10

～2022.9） ～2023.9） ～2024.9） ～2025.9）

173,276 kg-CO₂ 171,543 169,810 168,077

二酸化炭素 購入電力 3,478 kWh 3,443 3,408 3,373

灯油 実績数値把握 ℓ 実績数値把握 実績数値把握 実績数値把握

排出量削減 ガソリン 5,972 ℓ 5,912 5,852 5,792

軽油 60,810 ℓ 60,201 59,593 58,985

重機燃費 7.9 ℓ/h 7.8 7.7 7.6

廃棄物

排出量削減

建設副産物（アスコン殻・コンクリート殻・木くず）の

リサイクル率は、100%現状維持活動のみとする。

水使用量削減 使用量が少ない為、現状維持活動のみとする。

関しては現状維持活動とする。

※　令和2年度(2020)東京電力調整後排出係数　｢0.441kg-CO₂/kWh｣使用

環境経営目標 取組項目 単位

期間目標

二酸化炭素排出量（全体）

一般廃棄物 目標値を設定せずに、数量の把握・現状維持活動とする。

安心・安全工事
環境に配慮した工事の施工・地域に迷惑をかけない工事施工に

再資源化率95%以上確保の現状維持活動のみとする。

産業廃棄物

グリーン購入促進
事務所 事務所内グリーン購入は、100%の現状維持活動とする。

建設機械 排ガス・低騒音規制製品への順次更新を検討とする。
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